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編
集
後
記

本
誌
は
本
号
で
十
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
。
会
員
の
方
々
の

ご
支
援
、
寄
稿
者
の
ご
研
鑚
、
さ
ら
に
歴
代
編
集
委
員
の
無
私
の

奉
仕
を
思
い
起
こ
す
と
、
感
謝
の
念
あ
ら
た
な
る
も
の
が
あ
る
。

十
年
を
振
り
返
れ
ば
、
本
誌
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
学
に
お
け
る
哲
学
が
、
そ

し
て
大
学
そ
の
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
体
験
す
る
と
は
予

想
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
変
動
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
も
当
分
は
続
く
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
い
つ
の
世
に
も
変
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
も
の
ご
と

が
鮮
や
か
に
解
明
さ
れ
た
時
の
、
あ
の
昂
揚
で
あ
り
爽
や
か
さ
で

あ
る
。
本
誌
の
拠
り
所
と
す
べ
き
も
の
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。

こ
れ
を
信
じ
て
、
熟
年
の
奮
起
と
新
進
の
登
場
を
期
待
す
る
や
切

で
あ
る
。
幸
い
、
今
号
で
は
会
員
お
二
人
の
論
文
の
ほ
か
に
、
実

川
敏
夫
先
生
お
よ
び
高
田
珠
樹
先
生
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
ご
多
用
の
な
か
快
く
椽
大
の
筆
を
振
る
っ
て
く
だ
さ

っ
た
両
先
生
に
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
薗

田
坦
先
生
か
ら
は
発
刊
以
来
の
歳
月
を
回
顧
し
つ
つ
、
あ
ら
た
な

チ
ク
ル
ス
の
開
始
へ
の
餞
の
意
を
寓
し
た
お
言
葉
を
い
た
だ
け
た

こ
と
を
喜
び
た
い
。

近
頃
少
し
お
か
し
い
、
と
、
い
つ
言
っ
て
も
安
全
な
も
の
が
三

。

、

、

。

つ
あ
る
の
だ
と
い
う

気
候
と

言
葉
と

若
者
だ
そ
う
で
あ
る

、

。

哲
学
者
は
こ
れ
を
ど
う
活
用
す
る
の
か

そ
の
実
例
を
見
つ
け
た

昭
和
一
二
年
五
月
の
『
文
藝
春
秋
』
に
、
三
木
清
が
「
学
生
の

」

。

知
能
低
下
に
就
い
て

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
章
を
書
い
て
い
る

三
木
に
よ
れ
ば

「
満
州
事
変
を
境
と
し
て
学
生
が
か
な
り
明
瞭
に

、

ふ
た
つ
の
層
に
分
か
れ
る
」
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。｢

知
能
低
下｣

し
た
の
は｢

事
変
後
の
学
生｣

で
あ
る

「
事
変
後
に
お
い
て
著
し
く

。

積
極
化
し
た
」
国
家
の
教
育
政
策
の
結
果
生
じ
た
の
が

「
知
能

、

低
下
」
学
生
な
の
で
あ
る

「
知
能
低
下
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

。

。

、

。

な
の
だ
ろ
う
か

そ
の
前
に

も
う
少
し
三
木
の
論
調
を
聴
こ
う

「
私
の
知
人
の
某
教
授
は
、
今
日
の
学
校
は
一
階
級
ず
つ
低
下

し
、
高
等
学
校
が
中
学
に
な
り
、
大
学
が
高
等
学
校
に
な
っ
た
、

。

『

』

と
言
っ
て
い
る

か
よ
う
な
低
下
は
直
接
に
は
い
わ
ゆ
る

知
識

に
関
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
低
下
し
た
の
は
主
と
し
て

学
生
の
『
知
能
』
で
あ
る

「
昔
の
高
等
学
校
の
生
徒
は
青
年
ら

。
」

し
い
好
奇
心
と
、
懐
疑
心
、
そ
し
て
理
想
主
義
的
情
熱
を
も
ち
、

そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
書
物
を
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ

」｢

然
る
に
今

。

日
の
高
等
学
校
の
生
徒
に
お
い
て
は｣

、
こ
れ
ら
は
「
学
校
の
教

育
方
針
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
圧
殺
さ
れ
て
い
る

。
国
家
の
教
育

」

政
策
た
る
「
思
想
善
導
の
結
果
が
学
生
の
知
能
の
低
下
と
な
っ
て

現
わ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い

。
む
し
ろ
、｢

あ
る
大
学
生
の
話
に

」

よ
る
と
、
事
変
後
の
高
等
学
校
生
は
ほ
と
ん
ど
何
ら
の
社
会
的
関

心
も
持
た
ず
に
た
だ
学
校
を
卒
業
し
さ
え
す
れ
ば
好
い
と
い
う
よ

う
な
気
持
ち
で
大
学
へ
入
っ
て
く
る
。｣

こ
う
畳
み
掛
け
た
上
で

｢

知
能
低
下｣

と
は

｢

事
変
後
の
学
生｣

、

、

に
見
ら
れ
る｢

批
判
的
精
神
の
欠
乏｣

「
自
主
性
の
喪
失

、｢

権

、

」

威
主
義｣

で
あ
る
と
具
体
化
し

「
根
本
的
に
は
研
究
の
自
由
の
存

、

し
な
い
と
こ
ろ
に
知
能
の
向
上
は
望
め
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う

結
論
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

三
木
が
引
用
し
て
語
る
言
葉
に
は
、
世
代
が
交
代
す
る
ご
と
に

同
じ
よ
う
な
若
者
批
判
が
懲
り
ず
に
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
だ
、
と

驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。
が
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
精
神
の
惰
性
を

逆
手
に
取
っ
て
、
自
分
の
論
点
へ
と
誘
導
す
る
三
木
の
巧
み
な
戦

略
に
注
目
し
た
い
。
区
々
た
る
事
象
と
そ
の
批
判
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
方
向
付
け
る
か
、
こ
こ
に
こ
そ
哲
学

者
ら
し
い
現
実
と
の
対
処
策
が
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る

。

（

）

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

Ｆ
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（
既
刊
目
次
）

『
近
世
哲
学
研
究
』

（
一
九
九
四
）

第
一
号

祝
辞

酒
井

修

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
い
て
哲
学
を

田
中

敦

―

―

現
存
在
の
現
象
学
的
存
在
論
考
究

カ
ン
ト
と
初
期
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
接
点

北
岡

武
司

義
務
論
と
し
て
の
カ
ン
ト
倫
理
学

蔵
田

伸
雄

―

―

功
利
主
義
と
の
対
比

仮
象
と
反
省

山
脇

雅
夫

―

―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
概
念
の
理
解
の
た
め
に

（
一
九
九
五
）

第
二
号

カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
「
経
験
」
概
念
に
つ
い
て

福
谷

茂

「
世
界
」
概
念
導
入
の
た
め
の

―

―

端
緒
と
し
て

ヘ
ー
ゲ
ル
の
コ
ル
ポ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ン
論早

瀬

明

市
民
社
会
の
団
体
主
義
的
変
革
に
向
け
た

―

―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
試
み

工
学
は
ど
う
い
う
タ
イ
プ
の
学
問
か

齊
藤

了
文

信
仰
の
情
熱
と
そ
の
逆
説

田
中

一
馬

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
『
お
そ
れ
と
お
の
の
き
』

―

―

に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈

橋
本

武
志

―

―

意
識
の
二
義
性
と
意
識
の
転
換

（
一
九
九
六
）

第
三
号

『
全
知
識
学
の
基
礎
』
の
到
達
点

子
野
日
俊
夫

読
書
人
世
界
か
ら
学
者
共
和
国
制
度
へ福

田
喜
一
郎

理
性
を
制
度
化
し
よ
う
と
し
た

―

―

カ
ン
ト
の
試
み

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
愛
の
区
別
に
つ
い
て

武
藤

整
司

未
済
の
人
倫

石
田
あ
ゆ
み

―

―

『
精
神
の
現
象
学
』
主

奴
論
の
一
解
釈

－

ガ
ダ
マ
ー
の
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判

折
橋

康
雄

―

―

『
真
理
と
方
法
』
を
中
心
に

（
一
九
九
七
）

第
四
号

一
本
の
綱
（

）
と
し
て
の
人
間

吉
川

康
夫

Seil

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
状
況
下
に
於
け
る

―

―

人
間
と
社
会
の
問
題

デ
カ
ル
ト
の
懐
疑
に
つ
い
て

安
藤

正
人

『
省
察
』
の
「
反
論
と
答
弁
」
を

―

―

資
料
と
し
て

市
民
と
国
家
の
媒
介

小
川

清
次

―

―

「
国
民
」
形
成
の
一
側
面

『
存
在
と
時
間
』
に
於
け
る
可
能
性
概
念
の

多
義
性
に
つ
い
て

橋
本

武
志

自
然
主
義
的
存
在
論
の
隘
路

次
田

憲
和

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
領
域
的
存
在
論
」
に
お
け
る

―

―

超
越
論
的
構
成
の
「
自
己
関
係
的
構
造
」

（
一
九
九
八
）

第
五
号

「
常
に
誤
る
」
と
「
時
々
誤
る
」

武
藤

整
司

―

―

デ
カ
ル
ト
的
行
論
の
一
考
察
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デ
ィ
ル
タ
イ
に
於
け
る
客
観
的
精
神
の
概
念

に
つ
い
て

折
橋

康
雄

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
他
者
論

安
部

浩

（
一
九
九
九
）

第
六
号

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
《
真
理
》
と
《
存
在
》

倉
田

隆

―

―

明
晰
か
つ
判
明
に
知
得
さ
れ
る
も
の

ヘ
ー
ゲ
ル
の
根
拠
論

山
脇

雅
夫

―

―

知
と
存
在
と
の
相
即

「
第
五
省
察
」
の
隠
さ
れ
た
論
理

次
田

憲
和

フ
ッ
サ
ー
ル
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
に
お
け
る

―

―

「
他
者
構
成
論
」
理
解
の
た
め
の
一
視
座

シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
出
発
点

浅
沼

光
樹

―

―

人
間
的
理
性
の
起
源
と
歴
史
の
構
成

（
二
〇
〇
〇
）

第
七
号

―

―

薗
田

坦
教
授

退
官
記
念
号

薗
田

坦
教
授

略
歴
・
業
績
一
覧

《
講
演
》

近
世
哲
学
に
お
け
る
神
の
問
題

薗
田

坦

近
世
哲
学
と
は
な
に
か

福
谷

茂

―

―

新
し
い
哲
学
史
像
の
た
め
に

人
間
の
輪
郭

武
藤

整
司

―

―

そ
の
曖
昧
さ
を
擁
護
す
る
た
め
に

知
の
自
己
吟
味

山
脇

雅
夫

『
精
神
の
現
象
学
』
緒
論
に
お
け
る

―

―

知
と
即
自
の
区
別
に
つ
い
て

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
良
心
論
再
考

橋
本

武
志

―

―

可
能
性
概
念
を
手
が
か
り
に

生
と
音
楽

折
橋

康
雄

デ
ィ
ル
タ
イ
に
於
け
る

―

―

生
と
音
楽
の
時
間
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

（
二
〇
〇
一
）

第
八
号

自
由
の
軌
跡

北
岡

武
司

批
判
哲
学
に
お
け
る

―

―

自
由
の
可
能
性
の
意
味

認
識
か
解
釈
か

福
谷

茂

―

―

新
し
い
哲
学
史
像
の
た
め
に
（
二
）

Ｇ
・
ハ
ー
マ
ン
相
対
主
義
説
の
論
理

田
中

一
馬

歴
史
的
理
性
の
生
成

浅
沼

光
樹

シ
ェ
リ
ン
グ
『
悪
の
起
源
』
に
お
け
る

―

―

神
話
解
釈
の
意
義

《
書
評
》

物
自
体
と

北
岡
武
司
著
『
カ
ン
ト
と
形
而
上
学
―

』

橋
本

武
志

自
由
を
め
ぐ
っ
て

Ｎ
・
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
著

『
カ
ン

（
山
本
冬
樹
訳
）

ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
註
解
』

長
田

蔵
人

（
二
〇
〇
二
）

第
九
号

（
形
式
的
挙
示

『
存
在
と
時
間
』
と
哲
学
の
方
法

田
中

敦

再
考
）

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
他
者
経
験
の
構
造
と
発
生

榊
原

哲
也

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
規
則
に
従
う
」
論

の
若
干
の
考
察

子
野
日
俊
夫

復
古
の
も
と
で
の
立
憲
主
義

竹
島
あ
ゆ
み

ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
講
義
（
ベ
ル
リ
ン

―

―

一
八
一
九
／
二
〇
年
）
の
二
つ
の
講
義
録

《
書
評
》

ヤ
ー
コ
プ
・
ベ
ー
メ
著

『
ア
ウ
ロ
ー

（
薗
田

坦
訳
）

ラ
―

』

福
谷

茂

明
け
初
め
る
東
天
の
紅
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